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球根情勢報告 

2016 年産 南半球産 百合球根 について 
 

 

 新年明けましておめでとうございます。 

 本年も宜しくお願い致します。 

 

 １月第１週～第２週にかけて、『16年産 南半球産 百合球根栽培 品種ﾘｽﾄ』を送付させて頂きました。 

 宜しくご確認下さい。 

 

 現在までに、『現地渡し価格＝当社仕入れ』・『仕入可能球数』等、具体的な提案をしてきた輸出業者では、

１件のみです。 

 現在、仕入れ契約準備作業に入った所です。（主要生産地の状況が見えない為、非常に難しい！） 

 

 南半球産主要輸出業者であるV.Z社・P.O社(VDB社・VWS社・D.J社についても)に付きましては、現在生

産球数の計数・各国消費球数の予測作業中です。（市場調査） 

 

 付きましては、皆様の16年産南半球産使用予定を、お知らせ頂ければ幸いです。（生産地指定まで含めた、

正式注文という意味ではありません。各品種・各ｻｲｽﾞの概算必要数で結構です。各球根産地割振り、1N・2N

等の決定は、後日協議決定する。） 

 

 15年産・16年産比較で、かなり大きな変化が起きている品種・生産地が出てきております。 

 例）①L.Aは、 生産面積減少・生産品種数減少。 

   ②N.Z産 ﾙﾚｰﾌﾞ・ﾘｱﾙﾄ・ｼｲﾗ・ﾏﾙｺﾎﾟｰﾛ・ｿﾙﾎﾞﾝﾇ・ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ・ｺﾝﾊﾟﾆｵﾝは、生産面積減少。 

   ③N.Z 産白系新品種は、栽培面積増加。 

   ④ﾊﾞﾙﾃﾞｨﾋﾞｱ産球根の品質改善が、ｸﾘｱになってきている。（Plamv問題について、但し、ｸﾞﾗｼｱ・ﾃｰﾌﾞﾙ

ﾀﾞﾝｽ・ｼﾍﾞﾘｱなど『ﾎﾟﾃｯｸｽｳｲﾙｽ』という点についての、注意がまだ足りていない。残念！） 

期待種の増加速度は、予定よりはるかに遅れている。 

   ⑤N.Z 産・C.H 産の品質動向を注視。（Plamv 対象品種が、以前の対象品種と変化してきている産地が

ある。駄目だった物が良くなったり、良かった物が駄目になったり…。） 

 

 日本のお客様１人１人のﾆｰｽﾞと、球根生産構造・品種構造・品揃えが変化しきている中で、需給ﾊﾞﾗﾝｽを取

る事は、かなり難しくなってきております。 

 

 加えて、各球根生産地の色ﾊﾞﾗﾝｽ・球根ｻｲｽﾞﾊﾞﾗﾝｽの問題… 

 

 １月18日（第３週）以降から、需要調査を始めさせて頂きます。 

 対応の程、宜しくお願い致します。 

 

 P.S 球根生産状況に付きましては、１月24日（第４週）以降に、ご報告させて頂きます。 

 

 １月16日から、切花生産地の生育状況調査に入りました。 

 24日（日）午後から、５件の球根業者（輸出業者含む）で、栽培現地検討会を予定しています。（岐阜県） 

 


